


市議会臨時会の補正予算審査特別委員会で高
見のり子議員が質疑に立ちました。

保育士や病院職員も検査対象に

高見議員「介護施設、障害者施設職員への定期
的なPCR検査に6億1250万円が組まれたこと
は、歓迎する。入所施設だけでなく、通所施設に
も広げるよう求める。人との接触が避けられな
い保育士、病院職員、救急隊員、教員などにも検
査対象を拡大すべきだ」
健康福祉局「現段階では、職員による感染対策
の徹底、発熱などの症状が見られた場合の迅速
な検査で感染拡大を防ぐ」

希望する人は誰でも

高見議員「（飲食店従業員だけでなく）希望する
人に思い切って検査を広げることを求める。広
島県では、誰でも無料で検査を受けられるよう
検査キットを配布したり、県内5カ所にPCRセン
ターを設置するなどしている。感染拡大を抑え
込む決め手は、無症状感染者を早く把握し、保
護することだ」
危機管理局「一定の無症状の方の検査は、これ
から始まる。その状況を確認しながら、今後の検
査のあり方を検討する」

自宅療養者の解消へ

高見議員「4月15日時点で、自宅療養者の数が多
いことが気になる。

コロナ感染が明らかになったら入院もしくは療
養施設に入所することが前提だから、介護や子
育てなどのやむを得ない事情以外は、早期に宿
泊施設に入ることができるよう対策を求める」
健康福祉局「すみやかに宿泊療養への入所が可
能となるよう必要な体制確保に取り組む」

変異株の解析に民間の協力を

高見議員「変異株検査のため今回新たに導入す
る次世代遺伝子解析装置の稼働には、3カ月ほ
どかかるということだ。そうであれば、遺伝子解
析検査ができる民間検査や大学にも協力をい
ただき、すぐにでも遺伝子解析を進めるべきだ」
健康福祉局「検討していく」

子育て世帯への独自支援を

高見議員「市は、生活困窮者にも子育て世帯に
も独自の支援を行っていない（今回の補正予算
は、国の施策）。名取市では、1年間に生まれた子
にひとり3万円の商品券を支給する。大郷町では
新生児給付金を今年も継続するという。東京都
では、ひとり親家庭に支援カタログを配布して
食料支援を行っている」
子供未来局長「困難な方々が必要としている支
援のニーズに添えるよう対応する」


